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グループ企業の技術・情報発信拠点として

日本道路株式会社
代表取締役社長　石井　敏行
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　土浦市の高台に位置した霞ヶ浦、筑波山を望む「おおつ野ヒルズ」に計画された研究・研修、
宿泊、舗装機械整備の機能を備えた複合施設です。
　周辺地域との調和や従業員の交流が図れる施設、新たなイノベーションを生む空間を目指し
「ＬＩＮＫ」すなわち「つながり」を大切にしたコンセプトとして計画しました。
地域・周辺環境との「ＬＩＮＫ」
　研究・研修棟と宿泊棟は、前面道路からセットバックさせ、開放的で広々とした広場を設け
ました。広場からは、季節感が感じられ、従業員や研究者の活き活きした活動が発信されるこ
とで、地域に溶け込み、緑豊かな周辺環境とも呼応する風景を目指しました。
従業員・技術との「ＬＩＮＫ」
　研究・研修棟は、研究者や研修に訪れた新入社員などの偶発的な出会いを尊重し、新たなコ
ミュニケーションを誘発するように、建物中央に大階段を設けました。施設内は、イノベーシ
ョンの拠点となるように、極力、壁を撤去し、シームレスな空間構成を目指しました。
　使用する素材にも拘り、施主と交流のある高知県梼原町産の木材を使用し温もりと心地よさ
が感じられるように心掛けました。実際に現地へ赴き、質感や材料の選定にも拘り、素材感を
大切にしたモノづくりを行いました。
社会・未来との「ＬＩＮＫ」
　未来への持続可能な社会、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みも積極的に行って
います。コンピュテーショナルデザインを活用し、光環境、熱負荷に関するシミュレーション
や、西日に配慮した外装面の傾きなど各所検討を行いました。
　地中熱利用や照明制御などの採用による省エネと、太陽光発電による創エネを融合し、「Ｚ
ＥＢ」を達成しました。

清水建設株式会社生産・研究施設設計部１部　文　由佳

■工　事　名　称：（仮称）日本道路株式会社　土浦テクノパーク新築工事
■工　事　場　所：茨城県土浦市おおつ野一丁目４番
■施　　　　　主：日本道路株式会社
■設　計　監　理：清水建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　　　工：清水建設株式会社　東京支店　茨城営業所
■敷　地　面　積：，．㎡
■建物構造・規模：研究研修棟・地上３階塔屋１階（Ｓ造）、宿泊棟・地上３階（ＲＣ造）、整備棟・地上２階（Ｓ

造）、各機械格納庫・地上１階（Ｓ造）、油脂庫・地上１階（ＲＣ造、Ｓ造）
■建　築　面　積：，．㎡。研究研修棟，．㎡、宿泊棟．㎡、整備棟，．㎡他
■延　床　面　積：，．㎡。研究研修棟，．㎡、宿泊棟，．㎡、整備棟，．㎡他
■工　　　　　期：年１月～年１月

※写真撮影　株式会社川澄・小林研二写真事務所　中村　隆（エントランスホールショールーム除く）
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　このたび、研修・研究施設・機械センター・試験ヤードからなる複合
施設として「土浦テクノＢＡＳＥ」の建設が竣工し、４月から運用を開
始いたしました。
　建築工事は設計・施工の清水建設株式会社様をはじめ、多くの協力業
者の皆様、近隣の皆様のご理解、ご協力のもと運用開始に至りました。
この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　研修施設には宿泊棟を併設し、社員教育の充実化、グループ会社等の
技術力向上に活用していきます。舗装技術、当社の歴史、社会貢献活動
など幅広い情報を紹介するショールームも併設しており、当社グループ
の技術・情報発信拠点としても大いに期待しています。
　研究研修棟は太陽光発電・地中熱ヒートポンプなどを活用し、ＢＥＬ
Ｓ（建築物省エネルギー性能表示制度）に基づく最高評価・星５つに加
え、『ＺＥＢ』を取得しており、他にも電気自動車（ＥＶ）の急速充電
設備を配置するなど環境に配慮した次世代型施設となっています。また、
ＢＣＰ対策として停電時に備え発電設備も設置しています。
　さらに、試験ヤードは実地研修や技術開発に利用するとともに、通路
や駐車場に様々な舗装技術を実物展示するなど工夫を凝らしています。
「技術の日本道路」としてさらなる発展を目指してまいりますので今後
ともご理解、ご支援賜りますようお願い申し上げます。


